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B.ミ ズナラ構造材生産林の生産組織 に

関する研 究

今 田 盛 生

緒 言

本研究の 目的は,一 定 の森林 において,ミ ズナ ラ構造用素材 が採材 で きるよ うな形質 を具備 した

ミズナ ラ立木 を,毎 年,ほ ぼ均等 に保続 収穫す ることが可能 な生産組織 を明 らかにす るとともに,

ほぼ全林 にわた って ミズ ナラが純林状 態で既存 し,か つ それ らの各林分が生産組織化 されていない

配置状態 にな ってい る現 実の ミズナラ天然生林 を,ミ ズナラ構造材の保続生産林へ誘導す る技 術的

方法 を明 らかにす ることにあ る。

この 研 究目的達成 の ための研究計画 に基づ き,昭 和49年 度 におい ては,既 設の調査地 ・試験林

を対象 とす る とと もに,新 たに試験地 な どを設定 して研究 をすす めた。 その研究経過 を部門別 に報

告す ると以下の とお りであ り,本 研究 に関連 した本年度の研究 報告は3件 で末尾 に掲 げる とお りで

ある。

豆 ミ ズ ナ ラ 林 分 結 実 量 調 査

10月 中旬 に,2調 査地 の結実量 を調査 したが,結 実量は皆無で あ り,本 年度は凶作年 とな っ

た。 これは,開 花期 にあた る5月 下旬 ～6月 下 旬の問は天候不順で晴天が きわめて少な く,そ れ

に ともな って虫害が発生 した ことによるもの と推測 され る。

Hミ ズ ナ ラ 構 造 材 生 産 林 分 造 成 試 験

1天 然生林分の直径 と本 数の関係の調査

現段階 においては,ミ ズナラ構造用材生産 における主伐林分(15o年 生)の 騒標経級 を

55cm,目 標 本数 を150本/haと してい るが,そ の技 術上 の妥当性 を検 討す るため,本 演

習林内に分 布す る老令の ミズナ ラ天然生林分 をつ ぎの よ うに調査 した。

① 調査林 分の個数:22個

② 調査林分の面積:総 面積4.82hff(1林 分 の平均 面積 は約a22hG)

③ 調 査林分の林令:130～160年



図一1ミ ズナラの老令天然生林分 における直径 と本数の関係

調査結 果を示す と図一1の とお りで あ り,上 層木のみを対象 とす ると,平 均胸高 直径 が

55emの 場 合はha当 り本 数は140本 とな ってい る。 この結果は
,伐 期 令 を130～160

年 と した場合で あるか ら,基 準 としては,伐 期 令150年 で 目標経級55em,目 標 本数150

本/haと い う関係はほぼ妥 当 と推定 され る。 なお,そ の詳細は第23回 日林北支大会におい

て報告 した。

li急 傾斜地 更新技術の 試験

15度 以下の緩傾斜地の更新技術 は,耕 うん機使用 を前提 としてほぼ明 らか にされてい るが
,

15度 以 上の耕 うん機使用が不 可能 な急傾斜地 の場合は,別 の更新技 術の開発 を必要 とする。

そこで,そ の急傾斜 地 におけ る更新技術の開発 を目的 として,傾 斜 階段造 林法(青 木信三:

機 械化林業181号)あ るいは線造林法(兵 頭正寛:林 業技 術327号)を 応用 した技術

体系を想定 し,現 実の林地 で試験 した。 その想定 した技術体系はつ ぎの とお りで ある。

① 下種地椿:ミ ズナ ラ種子の 自然落下開始期(9月 上旬)に,図 一2に 示す よ うに,1.5〃



の間隔で等 高線沿 いに植生の根 系層 を人力作業 によって剥離 す る。

② 補播:林 面に最 も多 く種子が落下 してい る時期(10月 上 旬)に,剥 離ベル ト(更 新筋)

へ85個/m2以 上 の種子 を定着 させ る。 これは耕 うん機使 用の場合 と同一方法 によ る。

③ 種子覆土:補 播作 業 と並行 して,図 一2に 示す よ うに剥離 ベル トの上部の鉱物質土壌 によ

って種子 に人力作業によって覆土 しなが ら踏 み固める。 この作 業によって幅3oem程 度 の階

段 を作設す る結果 とな る。

④ 更新伐以後の作業:更 新伐以後 の全育林過程 にわた る育林は,耕 うん機使用 の場合 と同一

方法 による もの とす る。

造林クワで覆土 しなが ら踏みつけて水平とする

この部分の下草発生を揮制する

図一2急 傾斜地における更新技術の模式図

以上の施行方法か ら明 らかなように,こ の想定 した更新技術体系は,基 本的には緩傾斜地

(耕 うん機使用)の 場合 と更新遇程 さらには全育林遇程が大幅に異なるものではない。 した

がって,本 技術体系は,林 地の傾斜の緩急が労務作業形態に大きな影響をおよぼさないよう

に配慮 されているものである。



本技術体系の現実 の試験は,1林 班 く小班の ミズナラ老令林分0.34ha(平 均 傾斜度27

度)を 対象 として実施 したが,前 述のよ うに本年度は ミズナ ラ種子の結実量が皆無で あった

ので,下 種地持 までの作業に とどめるこ とに し,以 後 の作業 は明50年 度に実施す るこ とに

した。 その下種地椿 作業 によって作設 され た剥離ベル トの総延長は約2,140mで,こ の作

業 にはha当 り約16人(実 働6時 間)を 要す る もの と推定 され た。なお,そ の詳細は明年度

中 に,他 の作業の結 果とあわせて別の機会 に発表する予定で ある。

lil秋 植 によ る人工植栽 の試験

補植施行方法 の改善 あるいは結実豊凶性克服に対す る技術的方策 として秋植 による人工植栽

が考 え られ る。す なわち,そ れが可能な場合 には,ポ ッ ト付苗木植栽 に要す る多量の労働力 を

節減で きるとともに,秋 季 において結実量が皆無に近い ことが判 明した場合,労 務作業形態 を

大幅 に変更せずに,人 工植 栽に転換す ることが可能 とな るか らで ある。

そこで,9林 班(誘 導試験 林の下流域 斜面保護樹帯)に 試験地 を設定 し,つ ぎの よ うな方法

によって秋植 による人工植栽 を行な った。

① 植付時期:9月21日,10月1日,10月11日,10月21日 の10日 間 隔で4回 に

分けて植付 した。

② 植付苗木:1年 生 の天然稚 苗を用い た。

③ 植付方法:図 一3に 示す よ うに,3ブ ロック設定 し,各 植付筋 は下種地椿終了時点 と同一

条件 とす るため耕 うん機 によ り耕 うん した。各植 付筋の長 さは33mで,苗 間 を33cmと し,

各 植付筋 には100本 ず つ植付 した。

なお,活 着状態は50年5～6月 に調査 し,そ の結果は別 の機 会に発表す る予定であ る。

lV第3ミ ズナ ラ構造材 生産 林分造成試験地 の設定

150年 生 の伐期林分におけ る主伐木の目標本 数の差異 が主伐 木の年輪幅の広狭 にどの よ う

に影響す るかを究 明す ることを主 目的 として,11林 班7伐 区の壮 令 ミズナ ラ天然 生林分に標

記の試験地 を設定 した。

本試験地 は,0.1ha(25m×40m)の4プ ロノ トか らな り,そ れぞれ180本/ha立 区

。150本/ha立 区 ・120本/ha立 区 ・対照 区であって,目 標本数 の差異 はそれぞれ30本

/haず っ とした。 この よ うなプ ンノ トに対 し,現 段 階の間伐技 術体系 を施行す る ものであ って,

本 試験地 はいわば 「主伐木 目標本数試験地 」 とい うことがで き,後 述 の ミスナラ林分収穫予想

表の修正試験地 としての機能 を も果す ものである。

なお,対 象林分の林令は46年 生(間 伐技 術体系の第2回 目間伐林令 に相当)と 推定 され,

その林令に基づい て対照区 を除 く各 プロ ノトに間伐 を施行 したが,そ の結果 を示す と表一1の

とお りで ある。



図一3秋 植人工植栽試験地の設定状況

表一1第3ミ ズナラ構造材生産林分造成試験地の閥伐施行結果



Vミ ズ ナラ林分収穫 予想表の調製

ミズナラ構造 用材生産 に関す る試験な どに一指針 を与える ことを主 目的 として,本 演習林の

ミズナラ林分収 穫予想表 を調製 したが,そ の詳細は 「九大演集26号 」に発表 したので,こ こ

では その調製結 果を表 一2に 示 す程度 に とどめるもの とす る。

澱 ミ ズ ナ ラ 構 造 材 保 続 生 産 林 へ の 誘 導 試 験

本年度は,第1誘 導計画期の第3年 度 にあたるが,そ の第1誘 導計 画期 の誘導実施計画(九 大

演集26号 発表)に 基づ き,誘 導技術 を施行 した。なお,本 年 度か ら,本 誘導試験は本演習林の

研究事業 として実施 され ることにな った。それ にともなって,本 試験 の実行は研究室か ら総務掛

に移行 し,育 林過程の技術施行 は内藤馨技官が,伐 出過程の技 衛施行 は田中 玄三事務宮が それぞ

れ主任 として担 当す る ことにな った。

以上のよ うな実施体 制下 において本年度の誘導技術 が施 行 され たのであ る魁 その実施 結果 を

総括 して示 す と表 一3の とお りで ある。 すなわ ち,12個 の年伐 区(合 計生産林地面積6、92ha)

に 対 して14の 誘 導手段 を施行す る とともに,臨 時的枝打 を18個 の年伐区(合 計生産 林地 面積

10.98ha)に 対 して施行 し,そ れ にと もな って主伐立木材積,除 伐立 木材積および間伐 立木材

積 として合計3玉7.5?㎡ を収穫す る結果 とな った◇

なお,BI3年 伐 区 において,昨 年度 の下種地持 か ら更新伐,本 年度の枝条整 理までの 一連 の

更新手段 の施行によ り約13.3万 本/haの 稚 苗が発生 した。 したが って,自 標の1o万 本/haの

更 新稚 苗が確保 されたか ら,補 植の施行は不 必要 とな った。 この結果 の詳細は第86回 日本林学

会大 会におい て発表 した。

昭 和49年 度 研 究 報 告

(11今EEi盛 生:ジ フィーポ ッ ト利用 によ る ミズナラ1年 生 苗木の養成方法一 ミズナ ラ天然下種更新

におけ る補植用苗木 として一北方林業26(5):23～25(49・5)

② 今 田盛生:ミ ズナラ構造材生産林分の間伐技術体系 におけ る閥伐 木選定方法。85回H林 講:

71～73(50●1)

(3}今 田盛生:老 令 ミズ ナラ天然 生林 における上層 木の直径 と本数の関係。 日林北支講23:27

-"■v29(50・3)
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表 一31974年 度 誘導 実施 結果

※ 本年度は ミズナ ラ種子の凶作年 とな ったため,補 播 ・種子覆土 の施行 が不可

能 になった。 そこで,こ の両作業 に相 当す る作業 として,ポ ノト付1年 生苗 木

の人工植栽(1.5m×05〃eの13400本/ha植)施 行 した。


